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(57)【要約】
【課題】粉体を供給した後に洗浄から乾燥まで容器の運
転を停止せずに連続的に処理することができるコニカル
ドライヤーとその洗浄乾燥方法を提供する。
【解決手段】揺動自在な密閉容器を有し、容器の供給口
および排出口に可撓性の供給管および排出管が接続され
ており、好ましくは、排出口にフィルターが設けられて
おり、上記容器を揺動し、処理物の供給と排出を連続的
に行うことができることを特徴とするコニカルドライヤ
ーであり、該コニカルドライヤーを用い、該容器内に連
続的に粉体と洗浄液を供給し、容器を揺動して粉体を洗
浄した後に、洗浄液を濾過排出して乾燥することを特徴
とする洗浄乾燥方法。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
揺動自在な密閉容器を有し、容器の排出口に可撓性の排出管が接続されており、上記容器
を揺動し、かつ洗浄液の供給と排出を連続的に行うことができることを特徴とするコニカ
ルドライヤー。
【請求項２】
　容器の排出口にフィルターが設けられており、該フィルターを通じて排出管が容器内部
に連通しており、洗浄後に濾過を行う請求項１に記載するコニカルドライヤー。
【請求項３】
容器の側方に設けた回転軸を通じて導入管が容器内部に伸びている請求項１または請求項
２に記載するコニカルドライヤー。
【請求項４】
揺動自在な容器を有するコニカルドライヤーを用い、該容器内に処理物を入れ、容器を揺
動し、かつ洗浄液を供給して処理物を洗浄した後に、洗浄液を濾過排出して乾燥すること
を特徴とする洗浄乾燥方法。
【請求項５】
容器内に処理物の金粉を供給し、洗浄液として希塩酸、水、およびイソプロピルアルコー
ルを導入して洗浄を行い、洗浄後に窒素を導入して加圧濾過し、洗浄液を排除した後に乾
燥する請求項４に記載する洗浄乾燥方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粉体を供給した後に洗浄から乾燥まで容器の運転を停止せずに連続的に処理
することができるコニカルドライヤーとその洗浄乾燥方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化学工場などにおいて、粉末に付着した不純物を洗浄して乾燥する手段としてコニカル
ドライヤーが広く用いられている（特許文献１：特開平１０－３３９５７３号公報）。従
来のコニカルドライヤーは、図２に示すように、密閉容器３０を有し、該容器３０の側部
には供給口３１と排出口３２が設けられている。該供給口３１と排出口３２は蓋（図示省
略）によって密閉される。該容器３０の両側には回転軸３３が突き出ており、該回転軸３
３を支える軸受３４が設けられている。該回転軸は外部の駆動手段に連結されている。ま
た、回転軸３３の内側には導入管３５が貫通しており、その先端は容器の内部に伸びてい
る。
【０００３】
　従来のコニカルドライヤーは、容器３０の供給口３１に配管を接続して処理物を容器に
入れた後に、配管を外して蓋をし、容器３０を密閉にした後に、導入管３５を通じて処理
液を供給し、容器３０を回転して処理を進める。処理後は容器３０の回転を停止して排出
口３２に配管を接続して処理物を抜き出す。
【特許文献１】特開平１０－３３９５７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のコニカルドライヤーは、洗浄液を容器に供給する際、または洗浄濾過後の濾液を
を排出する際に、容器の回転を停止して排出管等を接続する必要があり、この配管が接続
した状態では容器を回転することができない。このため、容器を回転しながら処理物の洗
浄を繰り返し連続的に行うことができないと云う問題がある。このような配管の接続や取
外しの作業を必要とするので、連続的な自動運転ができない。
【０００５】
　本発明は、従来のコニカルドライヤーについて、上記問題を解決したものであり、容器
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を運転しながら洗浄液の供給と排出を連続的に行うことができ、自動運転することができ
るコニカルドライヤーとその洗浄乾燥方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、以下の構成によって上記問題を解決したコニカルドライヤーとその洗浄乾燥
方法に関する。
〔１〕揺動自在な密閉容器を有し、容器の排出口に可撓性の排出管が接続されており、上
記容器を揺動し、かつ洗浄液の供給と排出を連続的に行うことができることを特徴とする
コニカルドライヤー。
〔２〕容器の排出口にフィルターが設けられており、該フィルターを通じて排出管が容器
内部に連通しており、洗浄後に濾過を行う上記[１]に記載するコニカルドライヤー。
〔３〕容器の側方に設けた回転軸を通じて導入管が容器内部に伸びている上記[１]または
上記[２]に記載するコニカルドライヤー。
〔４〕揺動自在な容器を有するコニカルドライヤーを用い、該容器内に処理物を入れ、容
器を揺動し、かつ洗浄液を供給して処理物を洗浄した後に、洗浄液を濾過排出して乾燥す
ることを特徴とする洗浄乾燥方法。
〔５〕容器内に処理物の金粉を供給し、洗浄液として希塩酸、水、およびイソプロピルア
ルコールを導入して洗浄を行い、洗浄後に窒素を導入して加圧濾過し、洗浄液を排除した
後に乾燥する上記[４]に記載する洗浄乾燥方法。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のコニカルドライヤーは、揺動自在な密閉容器の排出口に可撓性の排出管が接続
されているので、容器に処理物を入れた後に容器を閉じ、該容器を揺動し、かつ洗浄液を
供給し、および排出して処理物を洗浄するとができる。従って、洗浄を行う際に配管の接
続や取外しを行う必要がなく、洗浄時に連続的な自動運転を行うことができる。また、容
器を揺動しながら洗浄液の供給と排出を行うことができるので、洗浄効果を高めることが
できる。
【０００８】
　また、本発明のコニカルドライヤーは、排出口にフィルターが設けられており、洗浄液
を濾過して排出することができるので、処理効率を高めることができる。さらに、加圧濾
過を行うことにより、濾過効果を高めることができる。
【０００９】
　本発明のコニカルドライヤーを用い、容器内に処理物の金粉を供給し、洗浄液として希
塩酸、水、およびイソプロピルアルコールを導入して連続的に金粉を洗浄処理することが
できる。また、洗浄後に窒素を導入して加圧濾過することによって、濾過効果を高めると
共に、イソプロピルアルコールによる爆発を防止することができる。また、容器を揺動し
ながら洗浄するので、洗浄時に攪拌効果があり、比重の大きな粉末についても洗浄効果が
良く、金粉の洗浄に適する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明のコニカルドライヤーの概略を図１に示す。図示するように、揺動自在な密閉容
器１０を有し、該容器１０の上側部に供給口１１が設けられており、下側部には排出口１
２が設けられている。該供給口１１には供給管１３が着脱自在に接続されており、排出口
１２には可撓性の排出管１４が接続されている。該供給口１１および排出口１２には弁な
どの開閉手段２０が装着されている。また、好ましくは、排出口１２にフィルター１５が
設けられている。
【００１１】
　密閉容器１０の両側には回転軸１６が設けられており、該回転軸１６を支える軸受け１
７がスタンド１８の上端に設けられており、この軸受構造によって上記容器１０は揺動自
在にスタンド１８に設置されている。該回転軸１６は外部の駆動手段に接続しており、駆
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して導入管１９が設けられており、該導入管１９の先端は容器１０の内部に伸びている。
【００１２】
　上記コニカルドライヤーは、排出管１４が可撓性であるので容器１０を揺動する際に排
出管１４が撓み、揺動の邪魔にならないので、円滑に容器１０を揺動することができる。
具体的には、例えば、供給管１３を通じて容器１０に処理物を供給した後に、供給口１１
を閉じ、供給管１３の接続を外し、洗浄液を連続的に容器内に供給し、容器１０を揺動し
て洗浄を進め、次いで、洗浄液を濾過排出して乾燥する。
【００１３】
　本発明の上記コニカルドライヤーを用いた金粉の洗浄乾燥処理を以下に示す。
(イ)供給口１１を開き、供給管１３を通じて金粉スラリーを容器内に供給した後に加圧空
気を導入して上記スラリーを濾過し、金粉を内部に残す。
(ロ)供給口１１および排出口１２を閉じて供給管１３の接続を外し、導入管１９を通じて
塩酸洗浄液を容器内に供給し、容器１０を揺動して金粉を塩酸洗浄する。
(ハ)洗浄後、容器の揺動を停止し、導入管１９を通じて容器内に加圧空気を導入し、排出
口１２を開いて加圧濾過を行う。
(ニ)引き続き、排出口１２を閉じ、容器１０を揺動しながら洗浄水を容器内に供給して水
洗浄を行った後に、排出口１２を開き、加圧空気を導入して加圧濾過する。
(ホ)次いで、排出口１２を閉じ、容器１０を揺動しながらイソピルアルコールを容器内に
供給してアルコール洗浄を行う。
(ヘ)洗浄後、容器１０の揺動を停止し、排出口１２を開き、加圧窒素を導入して加圧濾過
する。
(ト)次いで、容器１０を揺動し、導入管１７を通じて蒸気を容器外周のジャケットに供給
し、金粉を乾燥する。
【００１４】
　上記洗浄乾燥方法によれば、容器に金粉を導入した後に、容器を揺動しながら洗浄液の
供給と排出を連続的に行うことができるので、配管の接続や取外しを行わずに容器を揺動
して金粉の洗浄を繰り返し行い、さらに乾燥を行うことができる。従って、洗浄効果に優
れており、かつ迅速に洗浄を行うことができる。また、排出口に設けたフィルターによっ
て、洗浄に引き続いて連続的に加圧濾過を行うので、短時間に濾過処理を進めることがで
き、処理効率が良い。さらに、容器を揺動し、かつ塩酸洗浄、水洗浄、およびアルコール
洗浄を行うので洗浄効果が良く、金粉の洗浄に適する。また、容器を揺動して乾燥を行う
ので乾燥効果がよい。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明のコニカルドライヤーの概略断面図
【図２】従来のコニカルドライヤーの概略断面図
【符号の説明】
【００１６】
１０－容器、１１－供給口、１２－排出口、１３－供給管、１４－可撓性排出管、１５－
フィルター、１６－回転軸、１７－軸受、１８－スタンド、１９－導入管、２０－開閉手
段、３０－容器、３１－供給口、３２－排出口、３３－回転軸、３４－軸受、３５－導入
管
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